
●8

年
よ
り

量
で
１
ı
ı
４
ト
ン
少
な
い
９
７

５
２
ト
ン
で
、

代
も
６
３
７
９
万
円
少
な

い
７
億
４
１
８
０
万
９
千
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
肉
用
牛
に
お
い
て
は
、
主
力
の
黒
毛
和
牛

の
素
牛
販
売
に
お
い
て
は
、
各
生
産
者
の
繁

殖
雌
牛
の
増
頭
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
前

年
対
比
　
頭
増
の
９
２
８
頭
、
販
売
額
３
億

６８

６
９
７
７
万
７
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
肥
育
牛
販
売
に
お
い
て
は
、
前
年
対
比
　１２

頭
増
の
１
０
２
頭
、
販
売
額
８
２
９
５
万
９

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
交
雑
種
に
お
い
て
は
、
素
牛
で
は
前
年
対

比
１
０
６
頭
増
の
６
３
９
頭
、
販
売
額
１
億

４
２
９
６
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
肥

育
牛
に
お
い
て
は
、
飼
養
農
家
が
１
戸
減
少

し
、
前
年
対
比
　
頭
減
の
　
頭
、
販
売
額
は
１

５４

３８

９
１
８
万
２
千
円
と
前
年
を
２
２
７
９
万
２

千
円
ほ
ど
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
水
産
部
門
で
す
が
、
本
年
　
月
ま
で

１１

の
魚
種
別
漁
獲
状
況
は
、
コ
ン
ブ
、
カ
レ
イ
、

ナ
マ
コ
な
ど
の
漁
獲
高
が
大
幅
に
減
少
し
た

も
の
の
、
主
力
の
秋
サ
ケ
に
お
い
て
は
漁
獲

量
が
前
年
の
　
％
の
４
５
２
・
２
ト
ン
で
し
た

８５

が
、
漁
獲
量
不
足
か
ら
キ
ロ
当
た
り
単
価
が

前
年
よ
り
高
水
準
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
販

売
額
は
　
・
４
％
増
の
２
億
４
５
８
８
万
４
千

１７

円
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
増
殖
事
業
を
強
化
し
て
お
り
ま

す
タ
コ
や
シ
シ
ャ
モ
、
ナ
マ
コ
、
ブ
リ
に
お
い

て
は
漁
獲
量
、
販
売
額
と
も
に
前
年
を
上
回

り
、
総
漁
獲
高
で
は
、
前
年
か
ら
　
・
２
％
上

１７

回
る
３
億
７
1
４
８
万
８
千
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　　

断
水
事
故
の
経
過
と
事
故
防
止
の

　

町
の
対
応
に
つ
い
て

　
配
水
管
破
損
に
よ
る
断
水
事
故
、
２
件
に

つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
ず

れ
も
北
海
道
電
力
株
式
会
社
発
注
の
電
気
供

給
工
事
に
伴
う
建
柱
作
業
中
に
発
生
し
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
工
事
の
元
請
け
業
者
は
、
北
海
電
気
工
事

株
式
会
社
で
そ
の
下
請
け
業
者
の
株
式
会
社

新
興
電
気
が
現
場
で
の
工
事
を
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
９
月
３
日
の
朝
日
地
区
、　

月
　
日
の
高

１１

２１

江
地
区
の
断
水
事
故
両
方
と
も
、
同
様
な
工

事
中
に
発
生
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
両

地
区
の
断
水
時
間
は
、
約
３
時
間
に
わ
た
り

ま
し
た
。

　
朝
日
地
区
の
断
水
事
故
現
場
に
お
い
て
、

担
当
課
長
よ
り
株
式
会
社
新
興
電
気
の
現
場

責
任
者
に
対
し
て
、
工
事
実
施
前
に
必
ず
役

場
担
当
課
に
水
道
管
に
関
す
る
状
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
現
場
に
お
い
て
試

掘
を
行
い
作
業
す
る
よ
う
に
口
答
指
導
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
前
回
の
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

高
江
地
区
に
お
い
て
同
様
の
電
気
供
給
工
事

に
伴
う
建
柱
作
業
中
に
配
水
管
を
破
損
し
断

水
を
生
じ
さ
せ
町
民
生
活
、
営
農
に
多
大
の

支
障
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
施
設

を
維
持
管
理
し
水
道
を
断
水
す
る
こ
と
な
く

安
定
的
に
給
水
す
る
こ
と
は
、
水
道
管
理
者

で
あ
る
新
冠
町
の
責
務
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
事
故
再
発
防
止
を
期
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　

月
８
日
、
関
係
会
社

１２

３
社
の
代
表
及
び
責
任
者
を
招
集
し
、
工
事

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
水
道
管
理
者
で
あ
る

新
冠
町
と
綿
密
な
連
携
を
図
る
こ
と
を
厳
守

す
べ
し
と
の
文
書
に
よ
り
厳
重
注
意
を
申
し

渡
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
電
気
事
業

も
水
道
事
業
も
　
町
民
の
生
活
に
不
可
欠
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、

関
係
の
3
社
に
お
い
て
も
、
事
故
再
発
防
止

に
関
し
て
社
内
管
理
を
徹
底
す
る
旨
の
回
答

を
得
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
今
回
の
断
水
事
故
を
教
訓
と
し
て
、

関
係
会
社

へ
強
く
指
導
を
す
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
、
町
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水

道
を
安
定
的
に
給
水
す
る
こ
と
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
活
動
に
つ
い
て

　
１
つ
目
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

実
施
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
全
国
的
な

調
査
は
実
施
が
見
送
ら
れ
、
問
題
用
紙
の
配

布
に
留
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
道
教

委
で
は
、
問
題
用
紙
を
活
用
し
た
全
道
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
町
で
は
９
月

に
各
小
中
学
校
に
お
い
て
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
　
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
道
教
委
に

お
い
て
取
り
ま
と
め
中
で
あ
り
、
今
月
下
旬
、

冬
休
み
前
ま
で
に
報
告
が
な
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
日
高
教
育
局
の
指
導
主
事
に

よ
る
学
校
訪
問
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
朝
日
小
学
校
は
　
月
６
日
、
新
冠
小
学
校

１０

は
　
月
　
日
、
新
冠
中
学
校
は
　
月
　
日
に

１０

２７

１１

２８

実
施
さ
れ
、
全
体
研
修
に
お
い
て
は
、
指
導
技

術
向
上
に
向
け
た
取
組
と
、
各
校
の
研
究
課

題
に
即
し
た
研
修
等
、
学
校
の
抱
え
る
研
修

課
題
解
決
に
向
け
指
導
主
事
を
有
効
に
活
用

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
点
目
は
、
豊
か
な
心
身
の
育
成
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　
新
冠
小
学
校
で
は
　
月
　
日
に
学
習
発
表

１０

21

会
が
、
朝
日
小
学
校
で
は
　
月
　
日
に
学
芸

１０

22

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
冠
中
学
校
で
は
、　

月
５
、
６
日

１０

に
学
校
祭
が
行
わ
れ
、
第
２
日
目
で
は
、
今
年

も
レ
・
コ
ー
ド
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
吹
奏
楽
部
の

演
奏
と
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
平
日

に
も
関
わ
ら
ず
来
場
頂
い
た
、
多
く
の
保
護

者
や
地
域
の
方
々
か
ら
声
援
を
受
け
た
生
徒

た
ち
の
真
剣
な
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
冠
町
立
認
定
こ
ど
も
園
ド
・

　

レ
・
ミ
の
教
育
・
保
育
に
つ
い
て

　
　
月
　
日
、
ド
・
レ
・
ミ
と
し
て
初
の
お
ゆ

１１

19

う
ぎ
会
を
レ
・
コ
ー
ド
館
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

教
育
長

教
育
長
行行
政
報
告

政
報
告
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園
児
た
ち
は
、
多
く
の
保
護
者
や
祖
父
母
、

地
域
の
方
々
が
見
守
る
中
、
町
民
ホ
ー
ル
の

ス
テ
ー
ジ
一
杯
に
日
頃
の
教
育
・
保
育
活
動
の

成
果
を
表
現
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
ゆ
う
ぎ
会
で
発
表
し
た
演
目
を

恵
寿
荘
や
あ
い
あ
い
荘
の
入
所
者
の
方
々
に

も
見
て
頂
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
訪

問
し
、
高
齢
者
と
の
交
流
を
深
め
て
お
り
ま

す
。

　
２
点
目
は
、
幼
・
小
・
中
の
連
携
に
つ
い
て

で
す
が
、
　

月
　
日
に
は
、
年
長
組
の
園
児
が
、

１０

２３

新
冠
小
学
校
の
学
習
発
表
会
を
見
学
し
、
小

学
校
の
雰
囲
気
に
慣
れ
る
取
組
み
を
行
っ
た

ほ
か
、
新
冠
中
学
校
の
３
年
生
が
ド
・
レ
・
ミ

を
訪
れ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
折
り
紙
の

指
導
な
ど
の
保
育
実
習
を
行
い
、
園
児
・
中
学

生
と
も
に
貴
重
な
体
験
・
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
保
育
士
が
、
新
冠
小
学
校
の
参

観
日
に
参
加
し
、
保
育
所
卒
園
児
の
授
業
の

様
子
を
参
観
す
る
な
ど
、
幼
・
小
・
中
の
連
携

を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
９
月
　
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
に
お
き
ま
し
て
、

２２

開
町
１
３
０
年

・
町
制
施
行
　
年
記
念
事
業

５０

「
昭
和
音
楽
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
音
楽
大
学
の
学
生
・
講
師
、
　

名
に
よ

５２

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
運
命
」
の
演
奏
は
、
大
き

な
感
動
を
呼
び
、
成
功
裏
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、　

月
２
日
、
札
幌
市
資
料
館
か
ら
総

１２

建
　
周
年
事
業
と
し
て
の
依
頼
を
受
け
、
出

８５
張
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
次
に
社
会
教
育
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
　

月
　
日
、
日
高
管
内
社
会
教

１０

１９

育
委
員
連
絡
協
議
会
の
研
修
会
を
レ
・
コ
ー
ド

館
に
お
い
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
北
海
道

社
会
教
育
委
員
協
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
提
言

に
つ
い
て
の
研
修
を
深
め
る
と
と
も
に
、
実

践
発
表
で
は
当
町
の
青
年
活
動
の
取
組
や
放

課
後
子
ど
も
教
室
の
開
設
、
地
域
に
お
け
る

社
会
教
育
活
動
と
し
て
当
町
の
各
社
会
教
育

委
員
よ
り
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

　
３
点
目
に
青
少
年
の
取
組
に
つ
い
て
で
す
。

　
　
月
８
日
か
ら
４
泊
５
日
の
日
程
に
よ
り
、

１１
判
官
館
青
年
の
家
に
お
い
て

「
学
び
・
遊
ぶ
・

つ
う
が
く
合
宿
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
冠
小
学
校
・
朝
日
小
学
校
の
４
、
５
年
生

　
名
が
参
加
し
、
早
寝
早
起
き
の
生
活
習
慣

２８を
身
に
付
け
る
こ
と
、
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
し
っ
か
り
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
様
々
な

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
４
点
目
は
、
社
会
体
育
で
す
が
、
新
冠
町
体

育
協
会
が
主
体
と
な
り
、
８
月
　
日
の
北
海

２８

道
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
か
ら
約
１
か
月
を
ス

ポ
ー
ツ
月
間
と
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー

や
テ
ニ
ポ
ン
大
会
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

体
育
の
日
記
念
事
業
と
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
な
ど
実
施
し
、
延
べ
約
５
０
０

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
点
目
は
、
図
書
プ
ラ
ザ
事
業
に
よ
る
取

組
で
す
が
、
　

月
　
日
か
ら
の
読
書
週
間
中

１０

２７

に
は
、
北
海
道
出
身
の
作
家
の
図
書
を
展
示

し
た

「
北
の
作
家
展
」
の
ほ
か
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
「
１
日
司
書
体
験
事
業
」、
「
ア
ニ
マ

ル
号
の
特
別
巡
回
及
び
１
日
図
書
館
長
体
験

事
業
」
や

「
リ
サ
イ
ク
ル
市
」、
「
ブ
ッ
ク
コ
ー

ト
フ
ィ
ル
ム
体
験
事
業
」、
「
映
画
鑑
賞
会
」
な

ど
各
種
事
業
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
６
点
目
は
、
郷
土
資
料
館
の
取
組
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　
郷
土
資
料
館
探
検
・
環
境
ク
ラ
ブ
で
は
、
９

月
　
日
美
宇
地
区
に
お
い
て
水
田
学
習
の
収

２５
穫
体
験
、　

月
　
日
に
は
「
昔
の
農
機
具
に
ふ

１１

１９

れ
よ
う
」
と
、
収
穫
し
た
稲
を
使
い
、
実
際
に

農
機
具
を
動
か
す
体
験
学
習
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
３
月

　
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

１１こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
を
見
直
し
、
よ
り
実

践
に
近
い
形
で
の
避
難
の
在
り
方
を
模
索
し

な
が
ら
、
各
施
設
に
お
け
る
避
難
訓
練
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ド
・
レ
・
ミ
で
は
、
役
場
庁
舎
や
東
町
避
難

路
へ
の
避
難
、
新
冠
小
学
校
で
は
、
施
設
の
最

上
部
と
な
る
体
育
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
判
官
館

森
林
公
園
へ
の
避
難
、
新
冠
中
学
校
で
は
、
全

生
徒
が
駆
け
足
で
役
場
庁
舎
へ
の
避
難
な
ど
、

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
レ
・
コ
ー
ド
館
に
お
い
て
も
来
館
者

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
館
内
に
い
た
　
名
４０

が
役
場
庁
舎

へ
の
避
難
を
想
定
し
た
実
践
訓

練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
報
告
し

た
教
育
委
員
会
の
平
成
　
年
度
の
活
動
評
価

２２

に
つ
い
て
は
、　

月
６
日
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

１０

ジ
に
公
表
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
評
価
内
容
に
つ
い
て
、
内
部
で
協
議
を
進

め
、
改
善
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
す
み
や

か
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、
評
価
の
低
い

項
目
に
つ
い
て
は
、
課
題
の
解
決
に
向
け
、
教

育
委
員
会
の
活
動
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、

来
年
度
の
施
策
に
し
っ
か
り
位
置
付
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
新
冠
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
新
冠
町
立
地
域
保
育
所
条
例
を
廃
止
す
る

　
条
例

●
新
冠
町
和
牛
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

●
新
冠
町
牧
野
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
軽
油
引
取
税
の
免
税
等
に
関
す
る
意
見
書

●
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
に
反
対
す
る
意

　
見
書

●
森
林
・
林
業
・
材
木
産
業
施
策
の
積
極
的
な

　
展
開
に
関
す
る
意
見
書

　
以
上
の
意
見
書
案
の
採
択
、
原
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

意

見

意

見

書書

条条

例例


